
アジ研ワールド・トレンドNo.187 （2011. 4） 48

　

本
書
で
は
、
経
済
発

展
が
続
き
、
そ
れ
と
並

行
し
て
高
齢
化
が
進
行

し
つ
つ
あ
る
新
興
諸
国

に
お
い
て
、
高
齢
者
の

生
活
を
支
え
る
生
活
保

障
制
度
が
ど
の
よ
う
な

性
格
の
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ

い
て
、
そ
れ
に
対
す
る
既
存
の
理
解
を
再
構

成
し
つ
つ
分
析
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
序
章
に
お
い
て
は
各
国
に
お
け
る
高
齢

化
を
概
観
し
、
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
す

る
。
続
い
て
本
課
題
を
分
析
す
る
際
の
方
法

論
に
関
し
て
、
社
会
老
年
学
と
批
判
的
社
会

老
年
学
の
系
譜
を
概
観
し
、
新
興
国
に
お
け

る
高
齢
者
研
究
の
方
向
性
を
探
る
。
本
書
で

分
析
の
対
象
と
さ
れ
る
諸
国
・
地
域
は
、
ア

ジ
ア
で
は
、
韓
国
、
台
湾
、
香
港
、
ア
フ
リ

カ
か
ら
南
ア
フ
リ
カ
を
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

か
ら
は
メ
キ
シ
コ
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
二
国

に
加
え
て
、
新
興
国
に
含
ま
れ
な
い
が
高
齢

化
の
著
し
い
開
発
途
上
国
と
し
て
キ
ュ
ー
バ

の
事
例
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　

本
書
の
最
大
の
特
質
に
、
分
析
視
角
と
し

て
批
判
的
社
会
老
年
学
を
紹
介
し
た
点
が
あ

る
。
批
判
的
社
会
老
年
学
の
核
心
は
つ
ぎ
の

点
に
あ
る
と
い
う
合
意
の
も
と
に
、
各
章
で

分
析
を
展
開
す
る
こ
と

に
す
る
。
す
な
わ
ち
批

判
的
社
会
老
年
学
は
、

高
齢
化
を
社
会
的
要
因

と
の
関
係
で
分
析
す
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に

は
社
会
構
築
論
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
な
解
釈
的
手
法
と
、
高
齢
者
を

取
り
巻
く
構
造
的
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
実

証
的
手
法
が
あ
り
、
両
者
が
相
互
補
完
的
で

あ
る
と
考
え
る
。
本
書
の
多
く
の
章
で
は
、

高
齢
者
政
策
に
関
す
る
既
存
の
認
識
を
疑
問

視
し
、
そ
れ
を
再
構
成
す
る
作
業
を
行
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
分
析
手
段
と
し
て
言
説

分
析
を
行
っ
た
章
が
多
い
。

　

本
書
で
の
新
興
国
に
お
け
る
高
齢
者
へ
の

生
活
保
障
政
策
へ
の
検
討
か
ら
、
つ
ぎ
の
三

点
が
注
目
す
べ
き
点
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ

て
き
た
。
第
一
に
、
高
齢
者
保
障
政
策
自
体

の
位
置
づ
け
の
問
題
で
あ
る
。
行
政
に
お
け

る
言
説
で
は
、
高
齢
化
に
対
処
し
高
齢
者
の

た
め
に
高
齢
者
保
護
制
度
を
策
定
し
て
い
る

と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
政
策
の
背
後
に
は
、
隠
蔽
さ
れ
た
別
の
政

策
的
意
図
が
存
在
す
る
と
の
指
摘
が
み
ら
れ

た
。
南
ア
フ
リ
カ
の
よ
う
に
失
業
対
策
の
不

備
に
対
す
る
非
難
回
避
の
た
め
の
高
齢
者
保

護
制
度
の
拡
充
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ

る
。
反
対
に
キ
ュ
ー
バ
に
お
い
て
高
齢
者
政

策
は
、「
労
働
者
の
国
」
キ
ュ
ー
バ
と
い
う

社
会
主
義
体
制
に
覆
わ
れ
て
、
高
齢
者
へ
の

十
分
な
公
的
生
活
保
障
が
実
現
さ
れ
て
い
な

い
。

　

第
二
点
は
、
高
齢
者
保
護
政
策
と
新
自
由

主
義
の
関
係
で
あ
る
。
香
港
の
よ
う
に
レ
ッ

セ
フ
ェ
ー
ル
的
体
制
が
継
続
さ
れ
て
い
る
地

域
で
は
、
新
自
由
主
義
を
背
景
と
し
た
社
会

保
障
言
説
が
影
響
を
持
ち
、
貧
困
高
齢
者
へ

の
政
策
の
な
か
に
も
強
制
的
自
己
選
択
・
自

立
支
援
と
い
っ
た
政
策
が
実
現
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
国
で
は
二
一
世
紀

に
な
っ
て
か
ら
新
自
由
主
義
は
少
な
く
と
も

格
差
問
題
を
解
決
で
き
な
か
っ
た
と
批
判
さ

れ
る
場
合
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
社
会
政
策

へ
新
自
由
主
義
的
言
説
が
直
接
持
ち
込
ま
れ

る
こ
と
は
、
回
避
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
、
二
〇
〇
一
年
経
済
危

機
に
よ
り
新
自
由
主
義
政
策
が
批
判
さ
れ
、

現
政
権
の
高
齢
者
保
護
政
策
は
市
民
権
に
基

づ
く
よ
り
普
遍
的
な
制
度
で
あ
る
と
の
行
政

言
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に

そ
れ
は
普
遍
主
義
の
レ
ト
リ
ッ
ク
を
取
り
入

れ
た
も
の
で
、
市
民
権
に
基
づ
く
高
齢
者
の

生
活
保
障
制
度
は
実
現
さ
れ
て
い
な
い
と
批

判
さ
れ
て
い
る
。
メ
キ
シ
コ
で
は
、
新
自
由

主
義
的
高
齢
者
政
策
推
進
す
る
連
邦
政
府
に

対
し
て
、
メ
キ
シ
コ
市
政
府
が
普
遍
主
義
的

政
策
ア
イ
デ
ィ
ア
を
提
起
し
、
そ
の
一
部
が

実
現
さ
れ
て
い
る
。

　

第
三
は
、
公
的
高
齢
者
保
護
政
策
と
家
族

主
義
な
い
し
家
族
規
範
と
の
複
雑
な
関
係
が

見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
韓
国
で
は
、
一
九
八

一
年
に
老
人
福
祉
法
が
制
定
さ
れ
て
以
降
、

高
齢
者
問
題
が
社
会
的
問
題
と
可
視
化
さ
れ

た
が
、
法
律
自
体
は
家
族
機
能
の
維
持
を
目

的
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
後

も
高
齢
者
福
祉
は
、
普
遍
主
義
的
福
祉
国
家

と
家
族
規
範
の
間
を
揺
れ
動
い
て
い
る
。
台

湾
で
も
家
族
に
よ
る
高
齢
者
福
祉
は
限
界
に

達
し
、
福
祉
改
革
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。

キ
ュ
ー
バ
に
お
い
て
も
、
国
家
が
国
民
の
最

低
生
活
保
障
を
行
う
制
度
的
原
則
の
背
後

に
、
家
族
が
で
き
る
限
り
高
齢
者
の
生
活
保

障
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
補
完
性
原
理

が
見
ら
れ
る
。
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